第５学年１組　算数科学習指導案
姫路市立南大津小学校
1． 単元：垂直・平行と四角形
2． 趣旨
· 本学級の児童は好奇心が強く、学習面においても生活面においても様々なことに積極的に取り組めている。算数の授業でも発表する児童が多く、算数の学習に対して意欲的に取り組む姿がよく見られる。しかし算数アンケートで「算数の勉強はよくわかる・わかる」と答えた児童が学級全体の92％であったにもかかわらず、「算数がとてもすき・すき」と答えた児童が学級全体の28％であった。本単元におけるプレテストでは、三角定規の角度については、ほとんどの児童が理解していた（88％）が、三角定規を使って正確に作図できない児童が多い（37％）。授業形態としては、第３・４学年で１学級に指導者が２人入る形でのティームティーチングによる学習を経験し、今年度もティームティーチングによる学習形態で学習を進めてきており、児童一人一人にきめ細やかな指導を行えるよう心がけている。
· 本単元の内容は、学習指導要領　第５学年の内容［Ｃ　図形］


に基づいて、この単元を設定している。本単元の学習においては、ただ平行四辺形、台形、ひし形を弁別することができたり、それらの性質やかき方を理解したりすればいいということではない。これらの図形の性質やかき方が、どのような図形の構成要素から導き出されたのかを探求していくところに学習の楽しさがあると考える。児童は、既習の辺の長さ、角の大きさ、辺の並び方といった図形の構成要素や位置関係に着目して、それぞれの図形の性質や定義を考えたり、図形をかいたりするであろう。このような過程において、児童は数学的な考え方の育成を図っていくことができると考える。
· 本単元の指導にあたっては、紙を切ったり貼ったりする作業活動をしたり、作図の指導においてもインターネット上のコンテンツを活用したりして、児童の学習に対する意欲付けを行い、児童の理解を支援していく。学習のいろいろな課題に対し、自ら学び、考える時間を充分とり、理解しにくい児童についてはティームティーチングによる個別支援や児童同士で教え合うミニ授業などを通して解決の達成感を味わわせたい。また、本時においては、紙を切って、それを並べたり重ねたりする操作活動や、児童の理解を支援するパソコンによるアニメーションやゲーム風に競い合ったりして楽しく授業に取り組めるよう工夫し、算数大好きな児童を多く育てていきたい。
3． 単元の目標

・直線の位置関係に着目して垂直・平行の関係を考察し、台形や平行四辺形、ひし形の図形の特徴や性質を理解する。

	関心・意欲・態度　身の回りから垂直・平行の関係にある直線や台形、平行四辺形、ひし形の形を進んで見出したり調べたりする。

数学的な考え方　　直線の位置関係に着目して垂直・平行の関係にあることや台形、平行四辺形、ひし形の特徴・相互の関係を考えることができる。
表現・処理　　　　垂直・平行の関係にある直線や台形、平行四辺形、ひし形をかくことができる。
知識・理解　　　　垂直・平行の意味や台形、平行四辺形、ひし形の特徴・性質を理解する。


4． 学習計画（全１５時間）
1. 垂直と平行・・・・・・・・・・３時間
2. 垂直や平行な直線の書き方・・・４時間

3. 四角形・・・・・・・・・・・・７時間（本時６／７時間）

たしかめ道場・・・・・・・・・・・１時間

5． 評価規準

	小　単　元
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	1 垂直と平行
（３時間）
	Ａ
	2直線の交わり方に関心をもち，身のまわりの事象から，垂直や平行の関係を調べようとする。
	Ａ
	紙を折ったり，観察したりして，垂直や平行の関係と，その活用を考えることができる。
	Ａ
	紙を折ったり，観察したりして，垂直や平行の関係を調べ，自分の考えを説明できる。
	Ａ
	2直線の交わり方について，垂直と平行の関係を理解し，2直線の関係を平行・垂直とそうでないものに分類できる。

	
	Ｂ
	2直線の交わり方に関心をもち，垂直や平行の関係を調べようとする。
	Ｂ
	紙を折ったり，観察したりして，垂直や平行の関係を考えることができる。
	Ｂ
	紙を折ったり観察したりして，垂直や平行の関係を調べることができる。
	Ｂ
	2直線の交わり方について，垂直と平行の関係を理解している。

	②垂直や平行な直線のかき方
（４時間）
	Ａ
	身のまわりにある垂直や平行な直線を積極的に見つけることができる。
	Ａ
	1組の三角定規を使って，任意の用紙に長方形や正方形のかき方を考えることができる。
	Ａ
	1組の三角定規を使って，任意の用紙に垂直や平行な2直線を的確にかくことができる。
	Ａ
	1組の三角定規や方眼紙を使って垂直や平行な2直線のかき方を十分に理解している。

	
	Ｂ
	身のまわりには垂直や平行な直線が使われていることに気づき，それらを見つけ出そうとする。
	Ｂ
	1組の三角定規や方眼紙を使った垂直や平行な2直線のかき方を活用して，長方形や正方形のかき方を考えることができる。
	Ｂ
	1組の三角定規や方眼紙を使って，垂直や平行な2直線をかくことができ，それを使って長方形や正方形をかくことができる。
	Ｂ
	1組の三角定規や方眼紙を使った垂直や平行な2直線のかき方を理解している。

	③四角形
（７時間）

（本時6/7時間）
	Ａ
	基本的な四角形を辺や角の相等関係や平行・垂直関係の観点から調べ，興味をもって作図しようとする。
	Ａ
	観察したり，作図したりする活動を通して，辺や角の相等関係，平行・垂直関係などに着目し，様々な四角形の性質を考えることができる。
	Ａ
	対角線を使って基本的な図形を決定し，作図することができる。
	Ａ
	台形，平行四辺形，ひし形のかき方やそれらの性質について対角線と関連させて理解している。

	
	Ｂ
	基本的な四角形を辺や角の相等関係や平行・垂直関係の観点から調べようとする。
	Ｂ
	観察したり，作図したりする活動を通して，辺や角の相等関係，平行・垂直関係に着目して四角形の性質を考える。
	Ｂ
	台形，平行四辺形，ひし形をつくったり，かいたり対角線をひいたりすることができる。
	Ｂ
	台形，平行四辺形，ひし形のかき方やそれらの性質について理解している。


6． 本時の学習
（1） 目標

四角形の対角線による分割と合成から四角形の概念や図形の見方の理解を深める（知識・理解）。

（2） 展開　　　　　　　　　　　　　　　　　
	学習活動と評価基準（●）
	Ｔ1の活動と留意点
	Ｔ２の活動と留意点
	備考

	1． 課題をつかむ
長方形と平行四辺形を対角線で切り取った三角形は同じだろうか。
· 形

· 大きさ

2． できた三角形について調べ、わかったことを記録し、発表する。
· 長方形と平行四辺形を対角線で分けてできる２つの三角形を調べようとする（関心）（観察）
· 対角線で分けられた２つの三角形が合同な三角形になる理由を考えることができる（思考）（発表）
3． 形も大きさも同じ２枚の三角形で平行四辺形ができるでしょうか。
· 同じ平行四辺形

· ちがう平行四辺形

· ちがう四角形
· 合同な２つの三角形を組み合わせて平行四辺形を作ることができる（表現）（観察）
4． 長方形を２つの対角線で切ってできた三角形で、ひし形を作る（グループ内で教え合うミニ授業をして、グループ同士競い合うゲーム）
5． わかったことをノートにまとめる。
· 長方形と平行四辺形を対角線で分けたときにできる２つの三角形は合同になることを理解している（知識）（ノート）
	· 長方形と平行四辺形の定義や性質を再確認させる。

· 長さや角の大きさを実際に測定するのではなく、直感的にとらえさせる（予想）。
· 形も大きさも同じ三角形になる理由を、それぞれの四角形の性質と関連づけられるようにとらえさせる。

· 同じ形でも見る方向によって異なって見える場合には、向きを変えることで見えることを伝える。

· 形も大きさも同じ２枚の三角形で四角形ができることを、パソコンのアニメーションで紹介し、知識の理解を深める。

· 2つの対角線で切ると、同じ二等辺三角形が2組ずつできることから、合わせてできる四角形はひし形になるのに気づかせる。
· 机間巡視しながら支援の必要な児童には補足説明をする。
	· 机間巡視しながら支援の必要な児童には補足説明をし、確認させる。
· 作業が苦手な児童への個別支援をする。
· できた三角形を並べたり、重ねたりして調べさせる。
· 机間巡視しながら支援の必要な児童には補足説明をし、理解を促す。
· 作業が苦手な児童への個別支援をする。

· 学習活動を適時評価し、活動への意欲を持たせる。

· アニメーションに集中させ、個に応じて補足説明をする。

· 作業内容の補足説明や作業が苦手な児童への個別支援をする。
· まず同じ二等辺三角形を２組ずつ分け、合わせることの作業を支援する。
· 机間巡視しながら支援の必要な児童には補足説明をする。
	ワークシート、ものさし、はさみ、ワークシート（説明用）、パソコン、プロジェクター
画用紙、ものさし、はさみ

ワークシート、はさみ
ワークシート（説明用）





対角線で分けられた２つの三角形について調べましょう。





（1）図形についての観察や構成などの活動を通して、基本的な平面図形についての理解を一層深めるとともに、図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察できるようにする。
































